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＜連絡事項＞

・日々の受診オーダーのチェックを忘れないようにしましょう。
・定期心電図実施しています。

＜患者様連絡事項＞
・下斗米　悟様～13時よりサービス担当者会議行っており、2/20は9:30退院となります。
・佐々木　悦子様～2/19(金)14時から南部町役場の方が来院され、訪問調査行います。
・角　穂並様～グループホームへ連絡し退院日について確認していますが、検討し折り返し連絡が来る事となっています。病棟担当者が不在の時もある為、ＰＳＷへ返事を頂けるとのことです。

・杉澤　恵子様～弟様よりお菓子、コーヒーなどの持ち込みがありました。ＰＳＷより南部町役場へ連絡しており、家族が代理でサービス申請を行う予定であることと利用予定のサービス内容を伝えていますが、本日の申請であると、審査会の関係でサービス利用が5月からとなると話しがありました。
・大澤　朋広様～父様より衣類、お菓子、飲み物の持ち込みがありました。
＜要注目患者様＞
・滝田　英人様～午前のプログラムで声かけした際、具合が悪いと訴え、参加拒否しています。バイタルサインの異常や顔色不良さはない為、臥床し経過観察しています。昼食前頃には改善され、棟内歩きながら独語聞かれています。精神症状や身体症状を観察し、本人の状態を観察しながら日課介入行っていきましょう。
・久保　興介様～他者やスタッフへの話しかけが多く、特定男性患者様の名を出し誹謗中傷する発言も聞かれています。奇異な行動はなく、日課は問題なく行っており、他者トラブルもありません。精神症状観察し、他者トラブルとならないよう介入していきましょう。
・大澤　朋広様～日課への取り組みは良く、遅れも目立っていません。環境や他者に関して不満を訴えはありませんが、声掛けに対し、やや不機嫌な態度をとる事があります。トラブルとならないよう、本人の訴えを傾聴していきましょう。

・杉澤　恵子様～朝食後、私のズボンを履いていると言われた事から怒り出し、他者を追いかける事や怒鳴る事があり、午前のプログラムは不参加しています。昼食も拒否されていますが、服薬は行えており、徐々に機嫌が良くなっています。
＜安ケ平Ｄｒ診察＞
・滝田　英人様～脈拍56回/分(整)、血圧は90～130台で経過。食欲や睡眠は良好。診察時は担当医の質問に答えず、顔を伏している。
・中川原　義雄様～歯痛があり、キザミ食となっている。頓服薬のロキソプロフェンは胃が悪くなるのであまり飲まないようにしている。ＯＴでは計算をしているが、間違える事が多い。薬の飲み間違いはしないよう担当医より説明受けている。フェルビナスティック２本処方。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・出河　攻様～本日の皮膚科で背部から臀部にかけての湿疹あり内服薬と軟膏の指示が出ている。市役所の収納課に電話をして、税金の明細書を青南病院あてに送ってほしいと話している。
・佐々木　悦子様～水を飲んだり、他屋に入ったりする事が目立っている。夜間は2時から3時に覚醒している。本日朝、他者へ怒らせる事がある。スタッフの介入にも抵抗している。退院に関する発言はない。
・沼端　恵子様～午前中の皮膚科診察で「魚の目を切ってもらった」と報告している。夜も眠れており、短気もおこしていない。物を投げるなどの行動もない。3/11　グループホーム「わくわくの郷」見学予定。
・坂本　のり子様～時折夕食を摂取しない事があり、「季節の変わり目だから」と話している。股関節の痛みはない。夜も眠れている。血圧も安定している。
・上村　みわ様～食欲は良い、夜は眠れている。眩暈はしない。耳鳴りもしない。頭の痛みは少しあるが、痛み止めは拒否している。腰、脛の痛みは同じ。血圧160～180台で経過しているが、今朝は血圧200台となっている。担当医より血圧の薬を増やす事について説明するが、本人が薬を飲みたくないと拒否。診察後、服薬すると訴え聞かれ、臨時薬アムロジピンOD(5)1T　1×朝　5日分処方。次回より定期となる。
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・戸賀沢　潔様～体調については「いいです。変わりないです。」と答える。ここ1Ｗどうだったか問われると「隠れ飲水しました。それだけです。」と答える。主治医が、スタッフから報告のあった事実を述べると「ああ…」と認めている。また、以前スタッフと決めてある約束事について主治医より指摘されるも殆ど覚えていない為、約束事を自ら書いて、自室に貼っておく様に説明受けると「字を書けないからダメだ。」と話される。スタッフが付いて書く事としている。真剣に聞いている様子見られず、その場しのぎの返答である。
・原　吉郎様～体調については「まあまあ…」と答える。唐突に「障害者手帳お願いします。」と話される。主治医より、施設を進めていく上で再申請していく事になる事を説明すると「施設って、俺聞いてないよ。お兄さんから施設って言われてない。知らない。知らない。」と繰り返す。「家があるのに帰れないのか？」と言う。独り暮らしには、お金（生活費）、生活能力、家族などの問題があると説明受けるが、「聞いてない。知らない。」と理解の乏しさ見られている。兄様は、施設を希望されている。いずれ（日時未定）本人様へ、兄様から自宅への退院は無理である事を再度伝えて頂く事としている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・伊藤　雄一様～体調については「悪くないです。暇だから、時々廊下歩行してますけど、何ともないです。」と話されている。主治医より、無理せず体調管理に努める様に指導受ける。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
＜皮膚科診察＞
・出河　攻様～腰部から臀部にかけて、小丘疹散在しており、掻痒もあり。急性湿疹の診断。デルモゾールＤｐ軟膏2本と今夕よりクレマスチン(1)2T　2×朝夕食後　7日分処方となっている。
・畑中　成夫様～左腹部の膿疱は治癒となる。
※他処置継続、次回診察2/25(木)。
